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皆
さ
ん
は
、「
彫ち
ょ
う
き
ん
し

金
師
」
と
い

う
職
業
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

　

彫
金
師
と
は
、
金
、
銀
、
鉄
な

ど
の
金
属
を
材
料
に
、
鏨
た
が
ね
や
鎚つ
ち

【
図
１
】
な
ど
の
道
具
を
使
っ
て
、

彫
っ
た
り
は
め
こ
ん
だ
り
、
削
っ

た
り
な
ど
し
て
細
工
を
す
る
職
人

の
こ
と
で
す
。

　　　

さ
て
、
江
戸
時
代
の
中
頃
に
、

こ
こ
敦
賀
に
も
彫
金
師
を
志
し
た

人
物
が
い
ま
し
た
。
享
保
６
年
に

庄し
ょ
う
ま
ち
町
（
現
・
相
生
町
）
の
造つ
く
り
ざ
か
や

酒
屋

に
生
ま
れ
、
京
都
に
上
り
、
後
に

上
方
を
代
表
す
る
彫
金
師
と
し
て

名
を
は
せ
た
一
宮
長
常
で
す
。

　

長
常
は
、
主
に
刀
装
具
（
刀
の

外
装
に
つ
け
る
飾
り
金
具
）
を
製

作
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
中
期
に

刊
行
さ
れ
た
『
装そ
う
け
ん
き
し
ょ
う

剣
奇
賞
』
と
い

う
刀
装
具
の
専
門
書
に
は
、
小
動

物
を
生
き
写
し
に
し
た
よ
う
な

写
実
的
な
作
品
を
手
が
け
、
人
々

の
注
目
を
集
め
た
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、筆
の
よ
う
な
流
麗
な
線
を

作
品
に
彫
り
あ
げ
る
そ
の
技
は

「
奇き

きゝ

妙
み
ょ
う

ゝ
み
ょ
う

当と
う
せ
い世
の
神し
ん
こ
う工
と
い

ふ
べ
し
」と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
名
を
は
せ
た

長
常
は
、
江
戸
の
名め
い
こ
う工
・
横よ
こ
や谷

宗そ
う
み
ん珉
と
と
も
に
「
東
の
宗
珉
・
西

の
長
常
」
と
呼
ば
れ
、
彫
金
界
の

重
鎮
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
全
国
に
残

る
長
常
の
作
品
や
下し
た
え
ち
ょ
う

絵
帳
を
は
じ

め
、
ふ
る
さ
と
敦
賀
に
残
る
古
文

書
や
書
籍
な
ど
を
紹
介
し
、
そ
の

魅
力
に
せ
ま
り
ま
す
。
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
。
ぜ
ひ
敦
賀
が
誇
る

匠
の
粋
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

～
敦
賀
が
誇
る
金
の
匠

た

く

み

～

い　

ち　

の　

み　

や

な　

が　
　

   

つ　

ね

市
立
博
物
館
特
別
展

展示期間

問合せ　市立博物館　☎２５－７０３３

 長常が幼少期を過ごした  旧・庄町付近
（敦賀西小の正門前辺り）

図１  彫金諸道具見本  東京藝術大学蔵

一宮長常画像（部分）敦賀市・個人蔵【市指定文化財】

鏨
たがね

鎚
つ ち

期
間
中
の

イ
ベ
ン
ト

◆
講
演
会

「
一い

ち
の
み
や

宮
越
前
大だ

い
じ
ょ
う掾

長
常
の

　
　
　     

彫
技
に
つ
い
て
」

  

彫
金
師
と
し
て
人
々
の
心
を

と
ら
え
た
長
常
の
匠
の
技
や

そ
の
魅
力
に
せ
ま
り
ま
す
。

▼
と
　
き
　

　
11
月
15
日
㈰
　
14
時
～

▼
と
こ
ろ

　
み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館

▼
講
　
師

　
刀
剣
博
物
館
上じ

ょ
う
せ
き席
研
究
員 

　
小
林
暉て

る
ま
さ昌 

氏

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
学
芸
員
が
、
彫
金
の
素
材

や
長
常
の
作
品
に
つ
い
て
分

か
り
易
く
説
明
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　

　
10
月
31
日
㈯
・
11
月
29
日
㈰

　
と
も
に
14
時
～

蟹
か に ず

図目
め ぬ き

貫  東京藝術大学蔵

★長常の技が光る作品

目貫…刀の柄
つか

（握る部分）
　　　につける装飾金具

□ 開館時間

□ 休館日

□ 入館料

10：00～17：00

10 月19・26日
11 月 ４・９日
　　  16・24日

一般　  200 円
小中高生  50 円

目め

ぬ

き貫

大丈夫？わたしの歯

問合せ　健康管理センター　☎２５－５３１１

　　　　　歯周病の疑いが考えられます。おそらく、
　　　　　歯石などの付着で歯ぐきに炎症が起こり、
　　　　　赤く腫れ、ブラッシングによって血が出た
ものと思われます。もし、こういった症状が出た場合
は、すぐに歯医者さんで診てもらってください。歯周
病は放置していると、大変なことになってしまいます。
痛みを感じないまま細菌が進行し、知らないうちにあ
ごの骨が細菌に負け、徐々に溶けていきます。最終的
には、歯がぐらつき、抜け落ちてしまいます。
　歯周病の危険信号は「食べ物が詰まる」ことです。虫
歯によって詰まる場合もありますが、成人の方は歯周病
によるものが多いです。歯ぐきが腫れていて食べ物が
詰まる方は、手遅れになる前に治療を受けてください。

　　　　　口の中の細菌による虫歯や歯周病が主な原
　　　　　因と考えられます。特に年齢が高くなると、
　　　　　口の中の洗浄作用のある「だ液」の量が減っ
てくるので、注意が必要です。タバコもよくありませ
ん。タバコ自体のにおいもありますが、タバコは血行
不良を起こし歯ぐきの健康を損ないます。そして細菌
への抵抗反応を弱め、歯周病の発症、口臭へとつなが
ります。予防法としては、丁寧なブラッシングに加え、
オーラルリンス（洗口液）などを利用すれば効果があ
るでしょう。

　　　　　知覚過敏（ちかくかびん）の症状だと思わ
　　　　　れます。ブラッシングのとき強い力で磨い
　　　　　ていませんか？強く磨きすぎると、通常歯
を覆っている部分が削られてしまい、神経に近い部分
が出てくるので、しみやすくなります。この状態を放っ
ておくと、体が痛みを覚えてしまい、痛みが持続して
しまいます。症状が出た場合は、歯医者さんで詰め物
などの治療を受けてください。
　日常の予防法としては、適度なブラッシング圧と歯
磨き粉（研磨剤が入っているもの）を付けすぎないこ
とが大切です。

歯ぐきから
血が出るのですが…。

口臭が
気になるのですが…。

歯磨きのとき「ピリッ」
としみるのですが…。

いつまでも元気な歯でいるためには、日頃のケアと早めの治療が

大切です。今回は、歯についてよくある質問を、

福井県歯科医師会の  長
ながむら

村 康
やすおう

央  敦賀支部長 に伺いました。

11月８日は「いい歯の日」

歯科健診 を受けよう！

虫歯・歯周病にか
かる前に

定期的にお口を
チェック

歯科診療所での歯科健診

▶と　　き：健康診査やがん検診会場で同時実施
　　　　　　（23ページをチェック）
　　　　　　★11月５日㈭が今年最後です！
▶対　　象：19歳以上の方（先着 60人）
▶受診方法；当日、会場で受付（予約不要）

歯ッピー検診

▶と　　き：来年３月 31日まで
▶対　　象：20歳以上の方
▶受診方法：事前に歯科診療所に予約
▶持 参 物：保険証または運転免許証
　　　　　　　　（妊産婦は母子健康手帳も必要）
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